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野村日本小型株セレクト 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第２期（決算日2019年12月６日） 
 

作成対象期間（2019年６月７日～2019年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2019年２月18日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
わが国の株式を主たる投資対象とする、別に定める親投資信託証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行う
ことを基本とします。投資を行う親投資信託証券は、原則として小型株を中心としたわが国の株式を主要投資対象とするものもしくは
これに類するものとします。 

主な投資対象 
わが国の株式を主たる投資対象とする、別に定める親投資信託証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があり
ます。 

主な投資制限 株式への実質投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2019年２月18日 10,000 － － － － 1 

１期(2019年６月６日) 9,648 0 △ 3.5 95.8 － 497 

２期(2019年12月６日) 10,793 5 11.9 96.0 － 752 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行っていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年６月６日 9,648 － 95.8 － 

６月末 9,702 0.6 96.1 － 

７月末 9,844 2.0 95.9 － 

８月末 9,347 △ 3.1 96.1 － 

９月末 9,740 1.0 95.9 － 

10月末 10,296 6.7 95.9 － 

11月末 10,747 11.4 95.6 － 

(期  末)     

2019年12月６日 10,798 11.9 96.0 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年６月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は11.9％の上昇 

基準価額は、期首9,648円から期末10,798円（分配金込み）に1,150円の値上がりとなりました。 

 

①局面（期首～８月下旬） 

（上昇） 米中通商協議の進展による両国間の貿易摩擦解消への期待が高まったこと。 

（下落） トランプ米大統領による対中追加関税の表明や、その後の中国の報復的な対米関税引

き上げなどを受けて投資家のリスク回避の動きが強まったこと。 

 

②局面（８月下旬～期末） 

（上昇） 米中の貿易摩擦激化懸念が和らいだことや、ECB（欧州中央銀行）が金融緩和の強化

に踏み切ったことなどを背景に世界の株式市場が上昇したこと。 

（上昇） 国内中小型企業の７-９月期決算において、概ね好調な業績推移が確認されたこと。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○投資環境 

期首はパウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が政策金利引き下げの可能性を示唆した

ことや、米国がメキシコに対する制裁関税を見送ったことなどから米国株式市場が大きく上昇

し、国内株式市場も上昇しました。イラン情勢の悪化を受けたリスク回避姿勢の強まりにより

下落する場面もありましたが、６月末の米中首脳会談において、通商協議再開合意により米国

の対中追加関税が先送りされたことなどが好感され大きく上昇しました。 

８月に入り、トランプ米大統領が中国からの輸入品3,000億ドル相当に対して10％の追加関

税を表明したことで米中貿易摩擦への懸念が高まり株式市場は下落しました。その後も米国の

10年債利回りが急低下し２年債利回りを下回る「逆イールド」現象が発生したことで、米国の

景気後退への警戒感が高まり軟調な推移となりました。 

10月は英国のEU（欧州連合）からの合意なき離脱の可能性が低下したことなどから投資家

心理が改善したことや、米中通商協議が部分合意に達し投資家心理が改善したことなどから景

気敏感株を中心に国内株式市場は上昇しました。 

期末にかけては、国内中小型企業の７-９月期決算において、概ね好調な業績推移が確認さ

れたことなどから株式市場は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・親投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・投資対象とする親投資信託証券（マザーファンド）の見直し 

当期間におけるマザーファンドの見直しは行いませんでした。 

 

・投資対象マザーファンドへの投資の状況 

投資方針に基づいて、投資対象とするマザーファンドを、特定の運用スタイル等に偏らない

戦略によって収益の獲得を目指すファンド（コア戦略ファンド）およびバリュー、グロースな

ど特定の運用スタイル等を意識した戦略によって収益の獲得を目指すファンド（サテライト戦

略ファンド）に分類して、各々合計50％程度投資しました。コア戦略ファンド、サテライト戦

略ファンド内でのマザーファンドの投資配分比率は、それぞれ概ね等配分としました。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行っていないため、ベンチマーク等はあり

ません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１）今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきました。 

（２） 留保益については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2019年６月７日～ 
2019年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.046％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 793  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

◎今後の運用方針 

引き続き、投資対象とするマザーファンドを、コア戦略ファンドおよびサテライト戦略ファ

ンドに分類して、各々合計50％程度投資することを基本とします。コア戦略ファンド、サテラ

イト戦略ファンド内でのマザーファンドの投資配分比率は、それぞれ原則として概ね等配分と

します。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 45  0.451  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (42)  (0.418)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 2)  (0.016)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.032   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 3)  (0.032)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 48   0.485    

期中の平均基準価額は、9,946円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○売買及び取引の状況 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本小型株ファンド マザーファンド 25,914 92,100 12,962 46,300 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 43,318 95,300 23,627 53,000 
日本小型株アクティブマザーファンド 150,843 161,800 70,830 77,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本小型株ファンド 
マザーファンド 

野村ジャパンドリーム 
マザーファンド 

日本小型株アクティブ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,354,112千円 11,186,403千円 712,035千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,192,293千円 19,168,565千円 1,793,039千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.21   0.58   0.39   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

 

＜野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本小型株ファンド マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,939 352 12.0 8,247 903 10.9 

平均保有割合 0.8%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

＜日本小型株アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 405 40 9.9 306 30 9.8 

平均保有割合 17.5%       
 
 
 

 

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 135 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 203千円 
うち利害関係人への支払額（B） 19千円 

（B）／（A） 9.5％   
 
＊ 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 
 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2019年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本小型株ファンド マザーファンド 35,968 48,920 187,630 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 57,012 76,702 186,425 

日本小型株アクティブマザーファンド 235,944 315,957 372,293 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託残高 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○投資信託財産の構成 (2019年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本小型株ファンド マザーファンド 187,630 24.8 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 186,425 24.7 

日本小型株アクティブマザーファンド 372,293 49.3 

コール・ローン等、その他 8,926 1.2 

投資信託財産総額 755,274 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 755,274,008   

 コール・ローン等 8,925,349   

 野村日本小型株ファンド マザーファンド(評価額) 187,630,126   

 野村ジャパンドリーム マザーファンド(評価額) 186,425,365   

 日本小型株アクティブマザーファンド(評価額) 372,293,168   

(B) 負債 3,184,925   

 未払収益分配金 348,400   

 未払信託報酬 2,826,243   

 未払利息 4   

 その他未払費用 10,278   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 752,089,083   

 元本 696,800,155   

 次期繰越損益金 55,288,928   

(D) 受益権総口数 696,800,155口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,793円 
 

（注）期首元本額は515,723,105円、期中追加設定元本額は328,533,753

円、期中一部解約元本額は147,456,703円、１口当たり純資産額

は1.0793円です。 
 

○損益の状況 (2019年６月７日～2019年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,403   

 支払利息 △     1,403   

(B) 有価証券売買損益 75,501,849   

 売買益 83,930,293   

 売買損 △ 8,428,444   

(C) 信託報酬等 △ 2,836,521   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 72,663,925   

(E) 前期繰越損益金 △19,218,120   

(F) 追加信託差損益金 2,191,523   

 (配当等相当額) (   1,855,945)  

 (売買損益相当額) (     335,578)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 55,637,328   

(H) 収益分配金 △   348,400   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 55,288,928   

 追加信託差損益金 2,191,523   

 (配当等相当額) (   2,116,900)  

 (売買損益相当額) (      74,623)  

 分配準備積立金 53,097,405   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2019年６月７日～2019年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年６月７日～ 
2019年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 4,938,291円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 47,904,537円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,191,523円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 602,977円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 55,637,328円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 798円 

g. 分配金 348,400円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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